
大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首

島

田

裕

子

口

 
天
平
勝
宝
五
年
二
月
、
大
伴
家
持
は
絶
唱
と
も
言
え
る
春
愁
三
首
を
歌
う
。

そ
の
年
の
秋
八
月
に
大
伴
池
主
や
申
臣
清
麻
呂
と
と
も
に
聖
武
天
皇
の
離
宮
の

あ
っ
た
高
円
の
野
に
遊
び
、
 
「
を
み
な
へ
し
秋
萩
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
の
露
別
け
鳴

か
む
高
円
の
野
そ
」
 
（
2
0
・
四
二
九
七
）
の
歌
を
残
す
。
と
れ
は
翌
天
平
勝
宝

六
年
秋
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ひ
て
、
柳
か
に
拙
懐
を
述
べ
て
作
る
」
と
い
う
特

異
な
左
注
を
有
す
る
無
題
六
首
歌
群
へ
引
き
継
が
れ
発
展
す
る
。
こ
の
独
詠
歌

六
首
は
、
聖
武
天
皇
往
事
の
高
円
宮
を
回
想
し
、
 
「
時
流
か
ら
と
り
残
さ
れ
て

ゆ
く
か
れ
の
孤
独
」
 
（
北
山
茂
夫
『
大
伴
家
持
」
）
を
表
出
し
た
歌
群
と
言
わ

れ
る
。

 
以
下
、
 
「
独
め
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
の
構
成
及
び
そ
の
文
芸
意
識
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

二

ω
宮
人
の
袖
付
け
衣
秋
萩
に
に
ほ
ひ
宜
し
き
高
円
の
宮
（
2
0
・
四
三
一
五
）

ω
高
円
の
宮
の
裾
廻
の
野
つ
か
さ
に
今
咲
け
る
ら
む
を
み
な
へ
し
は
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
一
六
）

 
㈹
秋
野
に
は
今
こ
そ
行
か
め
も
の
の
ふ
の
男
女
の
花
に
ほ
ひ
見
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
一
七
）

 
ω
秋
の
野
に
露
負
へ
る
萩
を
手
折
ら
ず
て
あ
た
ら
盛
り
を
過
ぐ
し
て
む
と
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
一
八
）

 
㈲
高
円
の
秋
野
の
上
の
朝
霧
に
妻
呼
ぶ
雄
鹿
出
で
立
つ
ら
む
か
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
一
九
）

 
㈲
ま
す
ら
を
の
呼
び
立
て
し
か
ば
さ
雄
鹿
の
胸
別
け
行
か
む
秋
野
萩
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
二
〇
）
．

 
 
 
 
右
の
歌
六
首
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
禰
家
持
、
独
り
秋
野
を
憶
ひ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
）

 
 
 
 
聯
か
に
拙
懐
を
述
べ
て
作
る
。

 
左
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
は
、
高
円
離
宮
の
秋
の
風
物
と
そ
こ
に

遊
ぶ
大
宮
人
の
旧
び
な
姿
を
主
題
に
歌
う
。
萩
、
鹿
と
い
う
秋
の
代
表
的
景
物

を
配
置
し
、
あ
で
や
か
な
宮
人
の
出
で
立
ち
を
そ
れ
に
対
比
さ
せ
た
絵
画
的
色

彩
の
濃
い
歌
で
、
家
持
の
嗜
好
の
一
端
が
よ
く
現
れ
た
作
品
で
あ
る
。
各
々
の

歌
に
つ
い
て
そ
の
歌
い
方
や
断
想
の
連
鎖
す
る
相
を
追
っ
て
い
こ
う
。

 
ω
は
、
ま
ず
高
円
の
宮
の
光
景
で
あ
る
。
一
面
に
咲
い
た
萩
の
花
の
問
を
、
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大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首



袖
付
け
衣
を
華
や
か
に
着
飾
っ
て
造
遙
す
る
宮
人
の
楽
し
げ
な
様
子
が
想
起
さ

れ
る
。

 
高
円
宮
は
聖
武
天
皇
が
お
造
り
に
な
っ
た
離
宮
で
天
皇
が
行
幸
し
た
記
載

も
、
天
平
十
一
年
坂
上
郎
女
の
歌
に
、

 
 
 
 
十
一
年
（
天
平
）
己
卯
、
天
皇
、
高
円
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
小
さ

 
 
 
 
き
獣
都
里
の
中
に
泄
走
す
。
こ
こ
に
適
に
勇
士
に
値
ひ
、
生
き
な
が

 
 
 
 
ら
に
し
て
獲
ら
れ
ぬ
。
即
ち
こ
の
獣
を
似
ち
て
御
在
所
に
献
上
る
に

 
 
 
 
副
ふ
る
歌
一
首
 
獣
の
名
は
俗
に
む
ざ
さ
び
と
い
ふ
。

 
 
ま
す
ら
を
の
高
円
山
に
迫
め
た
れ
ば
里
に
下
り
来
る
む
ざ
さ
び
そ
こ
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
・
一
〇
二
八
 
大
伴
坂
上
郎
女
）

な
ど
に
見
え
る
。
聖
武
天
皇
の
遊
猟
に
供
奉
し
た
廷
臣
の
な
か
に
家
持
も
加
わ

っ
た
機
会
も
毒
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
平
勝
宝
六
年
に
は
、
聖
武
天
皇
は
す
で

に
譲
位
し
孝
謙
女
帝
の
御
代
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
離
宮
は
早
く
も
天
平
宝
字

二
年
頃
に
は
荒
れ
廃
て
し
ま
う
。

 
「
袖
付
サ
衣
」
は
「
結
ひ
幡
の
袖
付
け
衣
着
し
我
を
に
ほ
ひ
よ
る
」
 
（
1
6
・

三
七
九
一
）
と
同
じ
く
一
幅
の
袖
に
さ
ら
に
半
幅
を
足
し
て
長
く
し
た
袖
で
端

袖
と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
宮
人
の
袖
付
け
衣
の
美
し
い
色
が
目
を
ひ
く
。

 
「
に
ほ
ふ
」
は
家
持
の
好
ん
で
使
っ
た
語
で
、
色
美
レ
く
映
じ
ム
ロ
う
様
を
い

う
。
萩
の
花
の
咲
き
靡
く
様
と
大
宮
人
の
端
袖
の
靡
く
様
が
鮮
や
か
に
映
発
す

る
。
 
「
に
ほ
ふ
」
と
い
う
用
語
が
適
切
に
効
い
て
い
る
。

 
聖
武
天
皇
に
ゆ
か
り
の
高
円
宮
、
そ
ぞ
ろ
遊
び
歩
く
大
宮
人
の
華
や
か
な
姿

と
、
こ
の
憎
連
の
秋
野
歌
群
が
単
な
る
自
然
詠
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
へ
の
、
，

ま
た
そ
の
御
代
へ
の
言
い
難
い
懐
か
し
さ
よ
り
歌
い
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を
冒
頭

歌
ω
は
提
示
す
る
。

．
㈲
歌
で
は
、
ω
歌
の
「
高
円
の
宮
」
を
受
け
継
ぎ
上
帯
に
置
く
。
さ
ら
に

「
袖
付
け
衣
」
と
の
縁
語
で
「
裾
廻
」
と
続
く
。
萩
の
花
か
ら
女
郎
花
へ
と
視

点
を
移
す
。
ω
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
「
裾
廻
」
 
「
発
つ
か
さ
」
と
い
う
あ
ま

り
耳
慣
れ
な
い
用
語
で
あ
ろ
う
。
 
 
、

 
「
裾
廻
」
は
集
申
三
例
。

 
 
筑
波
嶺
の
裾
廻
の
田
居
に
秋
田
刈
る
妹
が
り
遣
ら
む
黄
葉
手
折
ら
な

 
 
 
 
 
 
 
（
九
・
一
七
五
八
 
筑
波
山
に
登
る
歌
曝
せ
て
短
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
）

 
 
射
水
川
 
い
行
き
巡
る
 
玉
く
し
げ
 
二
上
山
は
 
春
花
の
 
咲
け
る
盛

 
 
り
に
 
秋
の
葉
の
 
に
ほ
へ
る
時
に
 
出
で
立
ち
て
 
振
り
放
け
見
れ
ば

 
 
神
か
ら
や
 
そ
こ
ば
貴
き
山
か
ら
や
 
見
が
欲
し
か
ら
む
 
皇
神
の

 
 
裾
廻
の
山
の
渋
銘
の
、
崎
の
荒
磯
に
朝
な
ぎ
に
寄
す
る
盲
半
影

 
 
な
ぎ
に
 
満
ち
来
る
潮
の
 
い
や
増
し
に
 
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
 
古
ゆ

 
 
今
の
現
に
 
か
く
し
こ
そ
 
見
る
人
ご
と
に
 
か
け
て
し
の
は
め

 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
」
・
三
九
八
五
 
二
上
山
の
賦
'
家
持
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
天
平
十
九
年
三
月
三
十
日
）

の
二
例
と
、
㈲
歌
の
「
裾
廻
」
の
み
の
語
で
あ
る
。
三
例
中
二
例
が
家
持
。
麓

の
ま
わ
り
と
い
う
意
。
ω
で
は
宮
の
ま
わ
り
と
解
さ
れ
る
。

 
「
野
つ
か
さ
」
は
集
申
二
」
例
で

 
 
あ
し
ひ
き
の
山
谷
越
え
て
野
つ
か
さ
に
今
は
鳴
く
ら
む
う
ぐ
ひ
す
の
声

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
一
五
 
山
部
赤
人
）

と
ω
歌
の
例
の
み
。
特
殊
な
用
語
で
あ
る
。
野
中
の
小
高
く
な
っ
て
い
る
所
を

意
味
す
る
。

 
ω
歌
で
は
ω
歌
の
懐
旧
の
思
い
を
受
け
、
萩
か
ら
女
郎
花
へ
と
転
ず
る
。
女
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郎
花
の
咲
い
て
い
る
位
置
を
「
高
円
の
宮
の
裾
廻
の
野
つ
か
さ
に
」
と
具
体
的

に
限
定
し
た
こ
と
で
、
女
郎
花
や
野
の
風
景
が
生
々
と
具
象
性
を
滞
び
、
懐
か

し
い
気
分
が
ひ
と
き
わ
濃
く
な
る
。
ω
と
ω
で
、
家
持
は
高
円
離
宮
で
遊
ぶ
大

宮
人
、
萩
や
女
郎
花
と
、
秋
の
野
遊
行
の
美
し
い
光
景
を
描
く
。
ω
と
ω
は
対

を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。

 
．
転
じ
て
、
㈹
で
は
、
秋
の
野
に
は
今
こ
そ
行
こ
う
。
大
宮
人
の
男
女
が
秋
の

花
に
美
し
く
映
え
る
の
を
見
に
と
歌
う
。
 
「
花
に
ほ
ひ
」
に
は
、
花
の
ご
と
く

に
」
 
（
『
萬
葉
集
新
考
」
、
 
『
万
葉
集
注
釈
」
、
 
『
万
葉
集
註
釈
』
）
と
す
る

説
と
、
 
「
花
に
美
し
く
映
え
る
」
，
（
『
古
典
大
系
」
、
 
「
古
典
全
集
」
）
と
す

る
説
が
あ
る
が
、
ω
歌
、
ω
歌
の
関
連
よ
り
旧
説
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
・
②
歌
は
想
像
の
上
で
萩
原
に
遊
ぶ
大
宮
人
の
様
子
を
描
い
て
い
た
の
が
、

」
㈲
歌
で
は
自
ら
見
に
行
き
虎
い
と
い
う
気
持
に
転
化
す
る
コ

 
さ
ら
に
㈲
歌
で
は
、
秋
の
野
に
露
を
帯
び
て
い
る
萩
を
手
折
ら
な
い
で
惜
し

く
も
花
盛
り
を
逸
し
て
し
ま
う
之
い
う
の
か
と
、
高
円
離
宮
へ
行
け
な
い
こ
と

を
残
念
が
る
。
行
き
た
く
と
も
行
け
な
い
気
分
の
屈
折
を
巧
み
に
㈲
・
ω
歌
で

言
う
。

 
㈲
歌
で
は
、
家
持
の
感
情
か
ら
離
れ
て
再
び
高
円
の
自
然
へ
と
戻
る
。
た
だ

し
ω
ω
歌
と
は
時
間
に
も
場
所
に
も
移
動
が
あ
る
。
ω
㈲
歌
の
離
宮
よ
り
高
円

の
野
に
心
が
転
じ
て
い
る
。
高
円
の
秋
野
に
湧
く
朝
霧
の
な
か
で
妻
を
呼
び
も

の
哀
し
く
鳴
く
牡
鹿
へ
と
思
い
を
は
せ
る
。

 
そ
し
て
㈲
歌
で
、
大
夫
が
呼
び
立
て
た
の
で
、
鹿
が
胸
で
押
し
分
け
て
通
っ

て
行
く
で
あ
ろ
う
。
秋
の
野
の
萩
原
よ
と
、
㈲
の
朝
霧
に
鳴
く
鹿
か
ら
大
夫
が

鹿
狩
り
を
す
る
光
景
へ
と
展
開
す
る
。
h
ま
す
ら
を
」
は
、
 
『
注
釈
』
で
は
猟

師
と
あ
る
が
、
 
『
古
典
大
系
」
 
『
古
典
全
集
」
の
「
文
武
の
宮
」
 
「
大
宮
人
」

大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首

と
い
う
意
の
ほ
う
が
適
当
と
思
う
。
家
持
の
「
ま
す
ら
を
」
に
は
、
天
皇
の
忠

臣
た
る
大
夫
と
い
う
意
識
が
強
く
、
こ
こ
だ
け
猟
師
と
は
解
し
が
た
い
。
ま
た

「
胸
別
け
」
は
集
中
三
例
。

 
 
…
…
梓
弓
、
末
の
書
名
は
 
胸
別
け
の
 
広
き
我
妹
腰
細
の
．
す
が
る

 
 
娘
子
の
 
そ
の
姿
の
 
き
ら
き
ら
し
き
に
 
花
の
如
 
笑
み
て
 
立
て
れ

 
 
ば
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
・
一
七
三
八
 
高
僑
虫
麻
呂
歌
集
）

 
 
さ
雄
鹿
の
胸
別
け
に
か
も
秋
萩
の
散
り
過
ぎ
に
け
る
盛
り
か
も
去
ぬ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
・
一
五
九
九
 
大
伴
家
持
、
天
平
十
五
年
秋
八
月
）

と
、
㈲
歌
の
用
例
の
み
で
あ
る
。
集
申
三
気
中
二
例
が
家
持
。
高
橋
虫
麻
呂
歌

集
の
9
・
一
七
三
八
の
「
胸
別
け
」
は
豊
か
な
女
性
の
胸
を
表
わ
し
、
鹿
の
描

写
に
転
用
し
た
の
は
家
持
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
一
面
に
広
が
る
萩
原
に
「
胸

別
け
」
と
い
う
独
自
の
視
覚
表
現
で
鹿
の
姿
を
描
写
す
る
。
繊
細
で
美
し
い
広

が
り
を
も
っ
た
絵
画
的
作
品
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
'

 
ま
た
、
「
六
首
の
最
後
に
「
ま
す
ら
を
」
の
狩
猟
の
場
面
を
配
し
、
大
夫
意
識

を
浮
上
さ
せ
締
め
く
く
る
。
家
持
の
連
作
歌
群
の
一
傾
向
を
こ
の
歌
群
も
有
し

 
（
注
2
）

て
い
る
。
と
ま
れ
㈲
㈲
は
、
舌
同
円
の
野
に
た
つ
朝
の
霧
、
妻
呼
ぶ
鹿
、
狩
，
り
を

す
る
ま
す
ら
を
、
広
々
と
萩
の
靡
く
秋
野
原
、
と
同
趣
の
連
想
で
対
を
な
す
。

 
こ
の
ま
う
に
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
は
、

 
 
ω
宮
人
-
萩
一
高
円
の
宮

A
［

 
 
②
高
円
の
宮
一
を
み
な
へ
し

 
 
㈲
秋
野
一
行
か
め
一
も
の
の
ふ
の
男
女
-
花

B
［

 
 
ω
秋
野
-
萩
一
あ
た
ら
盛
り
を
過
ぐ
し
て
む
と
か
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㈲
高
円
の
秋
野
の
上
一
疋

。
［
㈲
手
ら
を
1
鹿
-
秋
野
萩
原

と
、
三
つ
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
各
々
の
項
で
は
歌
語
、
歌
想
が
連
鎖
的
に

発
展
し
、
A
か
ら
B
、
B
か
ら
C
へ
の
展
開
の
仕
方
は
、
情
景
-
感
懐
一

情
景
へ
と
鮮
や
か
に
進
行
す
る
。
連
作
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

 
 
連
作
数
等
、
数
十
首
の
歌
を
有
機
的
に
詠
み
連
ね
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

 
 
の
作
品
。
一
首
一
首
は
独
立
し
な
が
ら
、
一
連
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

 
 
組
織
・
構
成
を
も
ち
、
あ
る
主
題
を
意
識
的
・
効
果
的
に
表
現
し
た
も
の

 
 
で
、
対
象
の
扱
い
方
や
内
容
に
時
間
的
展
開
が
認
め
ら
れ
る
。
あ
る
歌
題

 
 
や
同
一
の
場
で
詠
ま
れ
た
「
群
作
」
と
は
、
一
連
の
有
機
的
結
合
の
緊
密

 
 
さ
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
。
用
語
と
し
て
成
立
し
た
の
は
近
代
で
、
伊
藤

 
 
左
千
夫
が
歌
論
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
早
く
『
万
葉
集
』
に

 
 
お
い
て
も
意
識
的
・
無
意
識
的
に
詠
作
さ
れ
て
お
り
、
西
行
の
「
山
家
集
」

 
 
に
は
多
く
の
連
作
が
み
ら
れ
る
（
有
吉
保
『
和
歌
文
学
辞
典
」
桜
風
社
）

と
あ
る
の
が
、
今
日
連
作
の
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
、
連
作
と
い
う
用
語
自
体

は
近
代
以
降
の
も
の
だ
が
、
遡
っ
て
『
万
葉
集
』
の
歌
に
も
こ
れ
に
相
通
す
る

構
成
意
識
が
見
え
る
こ
と
は
諸
家
に
言
わ
れ
で
い
る
。

 
家
持
の
歌
群
で
も
、
「
秋
歌
四
首
」
 
（
8
・
一
五
六
六
～
一
五
六
九
、
天
平

八
年
九
月
）
や
「
悲
緒
未
だ
息
ま
ず
、
更
に
作
れ
る
歌
五
首
」
 
（
3
・
四
七
〇

～
四
七
四
、
天
平
十
一
年
）
、
「
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
歌
六
首
」

（
1
7
・
三
九
一
六
～
三
九
二
一
、
天
平
十
六
年
四
月
）
、
「
無
題
四
首
」
（
1
7
・

四
〇
一
七
～
四
〇
二
〇
、
天
平
二
十
年
正
月
）
等
の
歌
群
が
意
図
的
な
構
成
馬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
3
）

配
置
の
さ
れ
た
連
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌

六
首
も
、
そ
の
主
題
、
構
成
の
明
ら
か
な
連
作
で
、
文
芸
意
識
に
富
ん
だ
作
品

群
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
考
察
、
確
認
し
て
み
た
。

三

 
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
は
突
然
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

家
持
は
自
ら
の
歌
を
度
々
練
り
直
し
新
た
な
歌
に
展
開
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ

の
連
作
の
前
に
も
次
の
よ
う
な
秋
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
が
六
首
に
集
約

さ
れ
た
感
が
あ
る
。

○○○

 
大
伴
宿
禰
家
持
の
秋
の
歌
三
首

秋
の
野
に
咲
け
る
秋
萩
秋
風
に
な
び
け
る
上
に
秋
の
露
置
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
・
一
五
九
七
）

さ
雄
鹿
σ
朝
立
つ
野
辺
の
秋
雨
に
玉
と
見
る
ま
で
置
け
る
白
露

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
・
一
五
九
八
）

さ
雄
鹿
の
胸
別
け
に
か
も
秋
萩
の
散
り
過
ぎ
に
け
る
盛
り
か
も
去
ぬ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
．
・
一
五
九
九
）

 
 
右
、
天
平
十
五
年
癸
未
の
秋
八
月
、
物
色
を
見
て
作
る
。

 
大
伴
宿
禰
家
持
の
歌
一
首

高
円
の
野
辺
の
秋
萩
こ
の
こ
ろ
の
暁
露
に
咲
き
に
け
む
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
・
一
六
〇
五
）

 
八
月
十
二
日
に
、
二
一
二
の
大
夫
等
、
各
壺
酒
を
提
り
て
高
円
の
野
に
登

 
り
、
聯
か
に
所
心
を
述
べ
て
作
る
歌
三
首

高
円
の
尾
花
吹
き
越
す
秋
風
に
紐
解
き
開
け
な
直
な
ら
ず
と
も

 
 
右
の
一
首
、
左
京
里
離
大
伴
宿
禰
十
号
 
 
 
 
（
2
0
・
四
二
九
五
）

片
雲
に
雁
そ
鳴
く
な
る
高
円
の
萩
の
下
葉
は
も
み
ち
あ
へ
む
か
も

 
 
右
の
一
首
、
左
中
弁
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
 
 
 
（
2
0
・
四
二
九
六
）

（16）



 
-
を
み
な
へ
し
青
萩
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
の
露
別
け
鳴
か
む
高
円
の
野
そ

 
 
 
 
右
の
一
首
、
少
納
言
大
伴
宿
禰
家
持
 
 
 
 
（
2
0
・
四
二
九
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
天
平
勝
宝
五
年
）

 
左
記
め
秋
歌
は
、
特
に
「
独
り
秋
野
を
謂
ふ
」
六
首
に
類
似
し
て
い
る
。
巻

十
の
秋
の
歌
と
の
関
連
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
列
挙
し
た
よ
う
な
彼
自
身

の
秋
歌
の
主
題
、
歌
語
を
連
作
に
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
に
取
り
込
ん
で
い

る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
特
に
前
年
勝
宝
五
年
秋
八
月
の
池
亭
等
と
の
高
円

遣
遙
の
宴
席
歌
（
2
0
・
四
二
九
七
）
は
、
 
「
を
み
な
へ
し
」
・
「
秋
萩
」
「
さ
雄

鹿
」
「
露
別
け
」
「
高
円
の
野
」
と
、
歌
語
、
歌
想
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
多
く
、

「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
の
核
と
な
る
よ
う
な
歌
で
あ
ゆ
、
こ
の
宴
席
歌

で
の
情
趣
は
翌
年
の
連
作
へ
と
繋
が
れ
る
。
宴
席
歌
で
は
内
に
潜
ん
で
い
た
聖

武
天
皇
の
御
代
へ
の
懐
旧
が
連
作
で
は
積
極
的
な
主
題
と
な
り
、
歌
群
全
体
を
．

統
一
す
る
色
調
と
な
る
。四

ω
禍
故
重
畳
し
、
凶
問
累
上
す
。
永
く
崩
心
の
悲
し
び
を
懐
き
、
独
り
断
腸

 
の
涙
を
流
す
。
た
だ
し
、
両
君
の
大
き
な
助
け
に
依
り
て
、
傾
け
る
命
を

 
わ
っ
か
に
継
ぐ
の
み
。
筆
の
言
を
尽
く
さ
ぬ
は
古
に
今
に
嘆
く
所
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
・
七
九
三
の
題
詞
、
大
伴
旅
人
）

ω
…
…
世
俗
に
は
本
よ
り
隠
遁
の
室
な
く
、
原
野
に
は
唯
長
夜
の
台
の
み
あ

 
る
こ
と
を
。
先
聖
己
に
去
に
、
後
高
も
留
ま
ら
ず
。
も
し
瞭
ひ
て
免
る
べ

 
き
こ
と
あ
ら
ば
、
古
人
誰
か
価
の
金
な
け
む
。
未
だ
独
り
存
へ
て
、
遂
に

 
世
の
終
を
見
る
者
を
聞
か
ず
…
…
（
悲
二
歎
俗
理
合
即
離
、
易
・
去
難
7
留

 
詩
一
首
井
序
、
全
篇
 
山
上
色
黒
）

大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首

㈹
…
…
た
だ
郎
女
ひ
と
り
留
ま
り
て
、
屍
枢
を
葬
り
送
る
こ
と
す
で
に
誰
り

 
ぬ
…
…
（
3
6
四
六
〇
、
四
六
一
の
左
注
 
坂
上
郎
女
）

ω
…
…
元
興
寺
の
僧
、
独
覚
に
し
て
智
多
し
。
未
だ
顕
聞
あ
ら
ね
ば
衆
諸
押

 
侮
る
…
…
（
6
・
一
〇
一
八
の
左
注
 
元
興
寺
僧
）

㈲
河
内
の
大
橋
を
独
り
行
く
娘
子
を
見
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
（
9
・
一
七

 
四
二
一
七
四
三
の
題
詞
）
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
）

㈲
十
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
独
り
天
漢
を
仰
ぎ
て
、
柳
か
に
懐
を
述
ぶ
る
一

 
首
（
1
7
・
，
三
九
〇
〇
の
題
詞
 
大
伴
家
持
 
天
平
十
年
七
月
七
日
 
二
十

 
一
歳
）

ω
十
六
年
四
月
五
日
に
、
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
歌
六
首
（
1
7
・

 
三
九
一
六
～
三
九
二
一
の
題
詞
 
大
伴
家
持
 
天
平
十
六
年
四
月
五
日

 
二
十
七
歳
）

⑧
右
の
六
首
の
歌
、
天
平
十
六
年
四
月
五
日
に
、
独
り
平
城
故
郷
の
旧
宅
に

 
居
り
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
（
同
右
の
左
注
 
大
伴
家
持
）

㈲
…
…
春
朝
に
春
花
は
、
複
ひ
を
春
苑
に
流
し
、
春
暮
に
春
鶯
は
、
声
を
春

 
林
に
噸
る
。
こ
の
節
候
に
対
ひ
、
琴
鱒
翫
ふ
べ
し
。
興
に
乗
る
感
あ
れ
ど

 
も
杖
を
策
く
労
に
耐
へ
ず
ゆ
独
り
惟
握
の
裏
に
臥
し
て
、
珈
か
に
寸
分
の

 
歌
を
作
る
…
…
（
1
7
・
三
九
六
五
～
三
九
六
六
の
題
詞
 
大
伴
家
持
天

 
平
十
九
年
二
月
二
十
九
日
 
三
十
歳
）
，

⑩
独
り
握
の
裏
に
居
り
て
、
遙
か
に
震
公
鳥
の
轟
く
を
聞
き
て
作
る
歌
一
首

 
井
せ
て
短
歌
（
1
8
・
四
〇
八
九
～
四
〇
九
二
の
題
詞
・
大
伴
家
持
 
天
平

 
感
宝
元
年
五
月
十
日
 
三
十
一
歳
）

ω
…
…
心
申
笑
み
を
含
み
独
り
座
り
て
梢
く
に
聞
け
ば
、
表
裏
同
じ
か
ら
ず

 
…
…
（
1
8
・
四
＝
一
八
～
四
一
三
一
の
序
大
伴
膚
着
）
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⑫
…
…
尋
ぎ
て
針
袋
の
詠
を
請
す
る
に
、
身
為
酌
め
ど
も
渇
き
ず
。
膝
を
抱

 
 
き
独
り
笑
み
、
能
く
旅
の
愁
へ
を
羨
く
…
…
（
1
8
・
四
一
三
二
・
四
一
三

 
 
三
の
序
大
伴
池
主
）

⑬
七
夕
の
歌
八
首
／
右
、
大
伴
家
持
、
独
り
天
漢
を
仰
ぎ
て
作
る
。
 
（
2
0

 
 
・
四
三
〇
六
～
四
三
一
三
の
左
注
 
大
伴
家
持
天
平
勝
宝
六
年
四
月
二

 
 
十
八
日
 
三
十
七
歳
）

 
⑭
無
題
／
右
の
歌
六
首
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
禰
家
持
、
独
り
秋
野
を
憶
ひ

'
て
、
珈
か
に
拙
懐
を
述
べ
て
作
る
。
一
（
2
0
・
四
三
一
四
～
四
三
二
〇
の
左

 
 
注
 
大
伴
家
持
 
天
平
勝
宝
六
年
 
三
十
七
歳
）

 
㈱
独
り
竜
田
山
の
桜
花
を
惜
し
む
歌
一
首
（
2
0
・
四
三
九
五
、
大
伴
家
持
■

 
 
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
十
ゼ
日
 
三
十
八
歳
）

 
 
1
ー
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
こ
つ
み

 
⑯
独
り
墨
水
に
浮
か
び
漂
ふ
糞
を
見
、
貝
玉
の
寄
ら
ぬ
を
怨
恨
み
て
作
る
歌

 
 
一
首
（
2
0
・
四
三
九
六
 
大
伴
家
持
 
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
十
七
日
、
三

 
 
十
八
歳
 
年
齢
は
養
老
二
年
誕
生
説
に
よ
る
）

 
⑳
…
…
諸
の
命
婦
思
歌
を
作
る
に
堪
へ
ず
し
て
、
こ
の
石
川
命
婦
の
み
独
り

 
 
こ
の
歌
を
作
り
て
奏
す
（
2
0
・
四
四
三
九
の
左
注
）

 
天
平
勝
宝
六
年
の
秋
歌
連
作
は
「
…
…
独
り
秋
野
を
憶
ひ
て
、
柳
か
に
述
懐

を
述
べ
て
作
る
」
と
い
う
特
色
あ
る
左
注
を
持
つ
歌
群
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も

触
れ
た
。
こ
こ
で
は
「
独
り
」
の
左
注
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

 
「
ひ
と
り
」
の
用
語
例
は
万
葉
集
申
七
三
首
七
四
例
。
左
に
題
詞
や
左
注
、

及
び
詩
文
に
使
わ
れ
た
例
を
挙
げ
た
。
集
中
一
七
例
で
九
例
が
家
持
。
他
は
ω

が
大
伴
記
入
、
ω
が
山
上
憶
良
で
あ
る
。

 
上
代
で
は
個
の
自
覚
に
伴
う
孤
独
感
を
表
わ
し
た
用
例
は
さ
ほ
ど
古
く
辿
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
元
来
、
孤
独
と
い
う
熟
語
は
『
持
統
紀
』
に
「
多
寡
・
孤

独
・
篤
痙
・
貧
し
く
て
自
存
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
者
…
…
」
 
（
『
日
本
書
紀
』
持

統
天
皇
四
年
二
月
甲
午
）
等
三
例
見
え
る
の
が
、
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
 
『
養

老
令
」
に
「
凡
鯉
・
寡
・
孤
・
独
・
貧
・
老
・
疾
・
不
能
自
存
者
、
令
近
親
収

養
、
若
無
近
親
、
乳
色
弘
安
皿
」
パ
『
戸
令
」
蘇
寡
条
）
と
あ
る
の
や
『
令
義

解
」
に
孤
は
十
六
歳
以
下
で
父
な
き
も
の
、
独
は
六
十
一
歳
以
上
で
子
な
き
も

の
と
す
る
、
と
あ
る
よ
う
に
孤
独
は
身
寄
り
の
な
さ
と
い
う
社
会
的
状
況
を
現

す
政
令
用
語
で
、
哲
学
的
な
意
味
合
い
は
な
い
。
こ
れ
に
相
応
す
る
和
語
、
「
ひ

と
り
」
は
、
 
『
記
紀
歌
謡
」
の
「
八
田
の
一
本
菅
は
独
居
り
と
も
大
君
し
ょ
し

と
聞
さ
ば
独
居
り
と
も
」
（
『
古
事
記
」
六
十
五
番
歌
）
に
見
え
る
の
み
だ
が
、

万
葉
集
に
は
数
多
く
歌
わ
れ
る
。
集
申
、
も
っ
ぱ
ら
相
聞
歌
に
詠
ま
れ
る
。
「
ひ

と
り
」
と
い
う
意
識
が
離
れ
居
を
か
こ
つ
、
恋
す
る
男
女
の
仲
で
鋭
敏
に
自
覚

さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
肯
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
相
手
が
共
に
い
な
い
こ
と

を
嘆
く
孤
独
感
で
あ
．
っ
て
そ
れ
以
上
の
広
が
り
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大

伴
旅
人
や
山
上
憶
良
は
、
個
の
孤
独
、
寄
る
辺
な
さ
を
噛
み
締
め
つ
つ
、
現
世

は
無
常
と
い
う
仏
教
的
思
念
に
ま
で
普
遍
化
す
る
ご
と
に
努
め
た
特
異
な
歌
人

 
（
注
4
）

で
あ
る
。
ま
た
川
口
常
孝
氏
は
集
申
の
「
ひ
と
り
」
に
連
な
る
述
語
の
調
査
を

行
い
、
「
ひ
と
り
」
が
「
寝
」
「
見
る
」
「
居
る
」
「
着
る
」
「
行
く
」
僻
す

べ
て
物
理
的
な
動
作
を
表
わ
す
語
に
係
わ
る
の
に
対
し
、
家
持
の
春
愁
の
歌

「
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心
悲
し
も
ひ
と
り
し
思
え
ば
」

 
（
1
9
・
四
二
九
二
）
の
「
ひ
と
り
し
思
え
ば
」
が
た
っ
た
一
つ
抽
象
的
思
弁
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
5
）

「
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

 
さ
て
、
大
伴
旅
人
は
ω
の
題
詞
で
、
妻
大
伴
郎
女
を
失
っ
た
悲
し
み
を
、
ま

た
相
い
重
な
る
わ
ざ
わ
い
を
憂
い
、
「
永
く
崩
心
の
悲
し
び
を
懐
き
、
独
り
断
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腸
の
涙
を
流
す
」
と
言
う
。
次
い
で
「
世
の
中
は
空
し
き
も
の
と
知
る
寵
し
い

よ
よ
ま
す
ま
す
悲
し
が
り
け
り
」
 
（
5
・
七
九
三
）
と
現
世
の
流
転
、
虚
し
さ

を
痛
む
。
山
上
輪
唱
は
、
「
世
間
の
住
み
難
き
こ
と
を
哀
し
ぶ
る
歌
」
や
②
の

詩
文
等
で
世
の
無
常
を
深
く
凝
視
す
る
。
 
「
俗
道
の
変
化
は
撃
目
の
ご
と
く
、

人
事
の
経
紀
は
申
腎
の
ご
と
し
。
空
し
き
こ
と
浮
雲
と
大
虚
を
行
き
、
心
力
共

に
尽
き
て
寄
る
所
も
な
し
」
 
「
未
だ
独
り
存
へ
て
、
遂
に
世
の
終
を
見
る
者
を

聞
か
ず
」
と
、
人
の
世
の
常
無
き
に
「
独
り
」
在
る
人
間
の
孤
独
と
悲
し
み
を

考
え
る
。
家
持
だ
け
が
、
題
詞
や
左
注
に
「
ひ
と
り
」
の
語
を
多
く
用
い
た
の

は
、
旅
人
や
憶
良
の
大
伴
歌
壇
の
思
想
的
流
れ
を
自
ち
受
け
継
い
だ
こ
と
に
外

な
ら
な
い
σ
家
持
は
極
め
て
意
識
的
に
「
ひ
ど
り
」
を
題
詞
や
左
注
に
使
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
家
持
の
題
詞
や
左
注
の
「
ひ
と
り
」
を
見
て
み
よ
う
。
初
出
㈲
は
天
平

十
年
。
歌
は

 
 
織
女
し
舟
乗
り
す
ち
し
ま
そ
鏡
清
き
月
夜
に
雲
立
ち
渡
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
〇
〇
）

で
伝
統
的
な
七
夕
歌
。
そ
の
七
夕
歌
の
題
詞
に
わ
ざ
わ
ざ
「
ひ
と
り
」
と
題
詞

に
書
き
込
む
に
は
、
「
ひ
と
り
」
に
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
家
持
は
こ
の
題
詞
を
十
六
年
後
の
天
平
勝
宝
六
年
の
七
夕
歌
八
首
の
左
注

⑱
に
再
度
用
い
る
。
秋
野
六
首
連
作
の
直
前
の
歌
群
で
あ
る
。

 
ま
た
「
ひ
と
り
」
の
題
詞
、
左
注
は
家
持
の
歌
日
誌
と
称
さ
れ
る
巻
十
七
以

後
の
四
巻
に
の
み
見
ら
れ
る
。
先
の
㈹
の
七
夕
歌
は
巻
十
七
の
巻
頭
歌
群
、

．
「
天
平
二
年
庚
午
の
冬
十
月
、
大
宰
師
大
伴
卿
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
師
を
兼
ぬ

る
こ
と
旧
の
如
し
、
京
に
上
る
時
に
、
傑
従
等
別
に
海
路
を
取
り
て
京
に
入

る
。
こ
こ
に
羅
旅
を
悲
傷
び
、
各
所
心
を
陳
べ
て
作
る
歌
十
首
」
の
旅
人
の
従

大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首

者
達
の
歌
の
す
ぐ
後
に
位
置
し
、
巻
十
七
の
冒
頭
を
飾
っ
て
い
る
の
も
意
味
深

い
。 

㈲
は
詩
文
と
も
言
え
る
長
い
題
詞
で
あ
る
。
ω
に
は
六
首
、
⑳
は
四
首
、
0
3

は
八
首
、
α
の
ば
六
首
と
、
四
首
か
ら
八
首
の
歌
群
が
続
き
、
声
調
に
も
張
り
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
6
＞

あ
る
作
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
⑮
㈲
は
一
首
ず
つ
し
か
な
い
が
、
防
人
歌
採
集

時
の
も
の
で
、
こ
の
頃
家
持
は
多
く
の
長
・
短
歌
を
作
っ
て
い
る
。
作
歌
に
意

欲
的
な
場
合
に
こ
の
「
ひ
と
り
」
の
語
が
現
れ
る
。
 
「
ひ
と
り
」
は
宮
廷
行
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
7
）

か
ら
は
ず
れ
社
会
的
孤
立
感
を
示
す
と
い
う
説
も
あ
る
。
が
、
む
し
ろ
孤
独
を

逆
手
に
取
り
、
独
り
静
か
に
詩
情
を
統
一
し
積
極
的
に
作
歌
に
励
む
際
に
家
持

は
使
っ
て
い
る
。
家
持
の
作
歌
態
度
を
窺
い
知
る
用
語
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
五

 
十
六
年
四
月
五
日
に
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
歌
六
首

橘
の
匂
へ
る
香
か
も
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
ぐ
夜
の
雨
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
一
六
）

ほ
と
と
ぎ
す
夜
声
な
つ
か
し
網
さ
さ
ば
花
は
過
ぐ
と
も
離
れ
ず
か
鳴
か

む
 
 
 
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
一
七
）

橘
の
に
ほ
え
る
園
に
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
と
人
告
ぐ
網
さ
さ
ま
し
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
一
八
）

、
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
古
り
ぬ
れ
ど
も
と
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
か
ず
あ
ち

な
く
に
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
一
七
）

鶉
鳴
く
古
し
と
人
は
思
へ
れ
ど
花
橘
の
に
ほ
ふ
こ
の
や
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
・
三
九
二
〇
）

か
き
つ
ば
た
衣
に
摺
り
付
け
ま
す
砂
を
の
着
襲
ひ
狩
す
る
月
は
来
に
け

、（19）



 
 
 
り
（
1
7
二
二
九
二
一
）

 
 
 
 
 
右
の
六
首
、
天
平
十
六
年
四
月
五
日
に
、
独
り
平
城
故
郷
の
旧
宅

 
 
 
 
 
に
居
り
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

 
左
に
挙
げ
た
歌
は
、
 
「
ひ
と
り
」
の
語
を
有
す
る
題
詞
ω
及
び
左
注
㈹
の
歌

群
で
あ
る
。
こ
の
独
居
歌
六
首
は
十
年
後
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
と

様
々
な
類
似
点
を
持
つ
。
二
丁
群
を
比
較
す
る
と
、
家
持
の
作
歌
の
あ
り
様
の

軌
跡
が
見
え
興
味
深
い
。

 
天
平
十
六
年
の
独
居
六
首
歌
群
は
ほ
と
と
ぎ
す
と
橘
を
主
な
景
物
と
し
て
詠

ん
で
い
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
集
中
一
五
二
例
。
家
持
は
六
四
例
で
ほ
と
と
ぎ
す

の
愛
着
は
著
し
い
。

 
各
巻
の
分
布
は
均
等
で
は
な
く
、
偏
り
が
甚
だ
し
い
。
三
八
、
三
十
、
家
持

の
歌
日
誌
と
言
わ
れ
る
巻
十
七
、
巻
十
八
、
巻
十
九
、
巻
二
十
に
集
申
す
る
。

ま
た
家
持
に
関
係
の
あ
る
歌
人
に
多
い
。
家
持
自
身
も
初
期
相
聞
歌
に
は
使
わ

ず
、
再
び
縁
を
得
て
後
の
坂
上
大
嬢
へ
の
相
聞
歌
の
み
に
用
い
る
。
中
臣
宅
守

は
ほ
と
と
ぎ
す
に
託
し
て
六
首
の
相
聞
を
詠
ん
だ
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
作

歌
活
動
の
初
期
に
は
ほ
と
と
ぎ
す
へ
の
関
心
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

'
る
。
家
持
が
ほ
と
と
ぎ
す
を
熱
心
に
作
歌
す
る
の
は
、
こ
の
天
平
十
六
年
の
独

居
歌
六
首
を
基
点
に
越
中
以
後
で
あ
る
。
越
中
歌
壇
で
は
ほ
と
と
ぎ
す
を
テ
ー

マ
に
盛
ん
に
歌
が
詠
ま
れ
る
。
帰
京
後
は
家
持
は
三
例
し
か
歌
っ
て
い
な
い
。

彼
が
作
歌
主
題
と
し
て
獲
得
し
た
ほ
と
と
ぎ
す
に
も
、
巻
二
十
で
は
も
う
関
心

が
薄
ら
い
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
作
歌
意
欲
の
減
少
と
庵
重
な
る
。

 
こ
の
時
代
は
組
み
合
わ
せ
で
景
物
を
詠
む
傾
向
が
強
い
が
、
橘
と
ほ
と
と
ぎ

す
も
好
ま
れ
た
組
み
合
わ
せ
で
集
中
二
九
例
あ
る
。
う
ち
家
持
は
．
一
六
例
を
占

め
て
い
る
。
」

各
巻
の
分
布
は

（
1
）

（
1
）
表
の
よ
う
に
な
る
。

数例用書巻

01巻

02巻

1
慧謡言）

3巻

0

0

4巻

5巻

06巻

0，
7

巻

7（豪持）

・引攣呂）

8巻

9巻

610巻

数例用一
数

回

011巻

012［
巻

0，

0

13

14'

巻
一
巻

015巻

016．巻

 
持

ラ
持

5（象

3（豪

17巻

18巻

 
持

6（豪19巻

020巻

 
ほ
と
と
ぎ
す
と
橘
の
組
み
合
わ
せ
ば
、
入
麻
呂
、
虫
麻
呂
、
旅
人
、
坂
上
郎

女
、
と
歌
わ
れ
、
家
持
及
び
家
持
周
辺
の
歌
人
、
そ
れ
に
巻
十
の
作
歌
未
詳
歌

群
に
集
ま
る
。
家
持
が
半
数
以
上
も
用
い
、
こ
れ
も
越
中
時
代
に
多
く
な
る
。

こ
の
時
期
多
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
越
中
に
は
橘
が
乏
し
い
と
嘆

き
、
わ
ぎ
わ
ざ
庭
に
橘
の
木
を
植
え
る
ほ
ど
の
執
心
で
あ
る
。
こ
の
組
み
合
わ

せ
ば
家
持
気
に
入
り
の
趣
向
で
あ
っ
た
。
家
持
は
橘
を
単
な
る
時
の
花
と
愛
で

（20）



た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
橘
に
橘
諸
兄
を
掛
け
て
言
祝
ぐ
歌
は
他
歌
人
の

作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
家
持
は
橘
に
掛
け
て
橘
諸
兄
讃
歌
を
直
載
に
詠
ん
だ
歌

こ
そ
な
い
が
、
内
舎
人
と
な
り
さ
ら
に
越
申
時
代
に
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
盛
ん

に
詠
ま
れ
る
。
帰
京
後
社
会
的
不
遇
を
か
こ
つ
時
期
に
な
る
と
、
都
に
は
橘
は

多
く
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
全
く
消
え
る
。
橘
だ
け
の
歌
も

 
 
あ
し
ひ
き
の
山
橘
を
つ
と
に
摘
み
来
な
消
残
り
の
雪
に
あ
へ
照
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
四
七
一
 
天
平
勝
宝
八
歳
）

を
除
い
て
姿
を
消
す
。
ほ
と
と
ぎ
す
と
橘
の
組
み
合
わ
せ
を
愛
ず
る
心
に
は
橘

諸
兄
讃
歌
が
通
書
影
音
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
、
「
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
歌
」
の
構
成
や
制
作
の
意
図
に

触
れ
た
い
。

 
こ
の
歌
群
に
つ
い
て
は
僑
本
達
雄
氏
が
「
家
持
の
連
作
二
題
」
 
（
『
大
伴
家

持
作
品
論
放
』
所
収
）
で
連
作
構
成
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
連
作

の
規
定
を
考
え
、
そ
れ
を
も
と
に
六
首
が
、
起
・
承
・
転
・
結
の
構
成
と
な
っ

て
い
る
と
指
摘
す
る
。

 
ま
ず
三
九
一
六
を
起
、
三
九
一
七
・
三
九
一
八
を
承
、
三
九
一
九
・
三
九
二

．
○
を
転
、
三
九
一
＝
を
結
と
の
意
図
で
作
歌
さ
れ
た
連
作
と
し
、
「
制
作
の
意

図
は
橘
の
芳
香
と
い
う
新
鮮
な
美
と
ほ
と
と
ぎ
す
へ
の
深
い
愛
着
と
を
主
題
と

し
て
、
故
京
、
故
宅
へ
の
懐
旧
の
情
を
歌
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

主
題
を
完
結
さ
せ
た
上
で
、
心
を
宮
廷
生
活
へ
向
け
て
は
ば
た
か
せ
、
全
体
を

閉
じ
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
六
首
の
連
作
構
造
、
制
作
意
図
の
分
析
は
達
見

で
あ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
と
橘
の
組
み
合
わ
せ
、
ほ
と
と
ぎ
す
と
旧
都
、
橘
と
旧

宅
と
、
風
雅
な
自
然
詠
に
懐
旧
を
歌
い
込
み
、
・

 
 
か
ぎ
つ
ば
た
衣
に
叢
り
付
け
ま
す
ら
を
の
着
襲
ひ
狩
す
る
月
は
来
に
け
り

大
伴
家
持
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
ー
7
・
三
九
一
二
）

 
 
 
 
 
（
注
8
）

と
、
大
夫
の
薬
猟
へ
と
宮
廷
行
事
に
心
を
は
せ
て
結
ぶ
。
こ
の
作
歌
意
識
の
展

開
の
仕
方
は
風
雅
と
大
夫
精
神
が
歌
人
の
内
部
で
は
密
接
に
繋
っ
て
い
る
こ
と

の
証
で
あ
り
、
十
年
後
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
に
も
こ
の
文
芸
精
神

は
受
け
継
が
れ
る
。

六

 
天
平
十
六
年
忌
「
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
」
六
首
の
独
居
歌
群
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

家
持
の
歌
日
誌
冒
頭
部
に
位
置
す
る
。
こ
の
天
平
十
六
年
の
独
居
歌
群
の
風
雅

と
孤
独
、
宮
人
意
識
と
い
う
主
題
の
連
鎖
は
以
後
の
独
詠
歌
群
に
様
々
に
展
開

さ
れ
て
お
り
、
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
群
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

 
ま
た
こ
の
独
居
歌
聖
と
日
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
六
首
に
は
多
く
の
共
通
点

が
あ
る
。
前
馬
群
を
詠
ん
だ
の
ち
、
家
持
は
一
年
八
ヵ
月
ば
か
り
作
歌
を
や
め

る
。
こ
の
沈
黙
の
時
期
に
万
葉
集
巻
十
六
ま
で
の
編
纂
に
当
っ
た
と
言
わ
れ
る

（
伊
藤
博
『
万
葉
集
の
歌
人
と
作
品
下
」
）
。
十
年
後
、
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」

歌
群
作
歌
の
の
ち
、
・
家
持
は
防
人
歌
を
多
く
採
集
す
る
。
天
平
勝
宝
六
年
四
月

家
持
は
兵
部
少
輔
に
任
命
さ
れ
、
時
を
前
後
し
て
橘
奈
良
麻
呂
が
兵
部
卿
と
な

る
。
橘
諸
兄
、
奈
良
麻
呂
の
下
で
家
持
は
意
欲
的
に
防
人
歌
を
採
集
し
た
。
上

進
歌
一
六
六
首
の
中
か
ら
拙
劣
歌
を
除
い
て
八
四
首
と
い
う
多
量
の
防
人
歌
が

記
録
さ
れ
た
例
は
な
い
。
防
人
制
復
活
に
際
し
て
家
持
が
兵
部
少
輔
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
名
も
な
い
防
人
の
歌
の
収
集
が
企
画
さ
れ
採
録
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
（
吉
永
登
『
万
葉
一
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
」
'
）
。

 
「
独
り
」
と
い
う
特
異
な
題
詞
を
も
つ
こ
と
。
孤
独
、
風
雅
、
大
夫
精
神
と

い
う
主
題
、
六
首
連
作
等
、
独
居
歌
と
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
歌
群
の
多
く
の

（21）



符
合
は
、
家
持
が
防
人
歌
採
集
と
い
う
事
業
を
控
え
て
万
葉
集
巻
十
六
編
纂
時

の
作
歌
姿
勢
の
原
点
に
立
ち
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
作
歌
姿
勢
の
原
型
を

う
か
が
い
知
る
も
の
と
も
言
え
る
。

 
し
か
し
、
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
前
歌
群
が
「
か
き
つ
ば
た
衣
に
周
り
付
廿

ま
す
ら
を
の
着
襲
ひ
狩
す
る
月
は
来
に
け
り
」
 
（
1
7
・
三
九
二
一
）
と
未
来
へ

初
々
し
く
は
ば
た
く
気
概
に
満
ち
て
い
る
の
に
対
し
、
後
歌
群
は
す
べ
て
実
景

で
な
く
過
去
の
情
景
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
は
退
位
さ
れ
て
病
気
が
ち
で
高
円
離

宮
へ
の
遊
行
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
ρ
宮
廷
で
は
藤
原
仲
麻
呂
の
権
力
が
日
に
日

・
に
強
く
な
り
厳
し
い
政
治
状
況
の
下
に
家
持
は
置
か
れ
て
い
た
。
皇
親
政
治
へ

と
夢
を
託
す
家
持
の
大
夫
精
神
は
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
解
体
寸
前
で
あ
る
。

 
、
ま
す
ら
を
の
呼
び
立
て
し
か
ば
さ
雄
鹿
の
胸
別
け
行
か
む
秋
野
萩
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
・
四
三
二
〇
）

と
、
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
六
首
歌
群
の
最
終
歌
は
過
去
の
残
映
で
あ
り
、
も

う
未
来
へ
向
け
て
羽
搏
く
力
強
さ
は
な
い
。
繊
細
で
雅
び
な
情
景
歌
と
な
っ
て

静
止
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
独
り
秋
野
を
憶
ふ
」
六
首
歌
群
に
つ
い
て
は
ま

だ
述
べ
た
い
こ
と
も
多
々
あ
る
が
、
情
景
-
感
懐
-
情
景
と
い
う
二
首
ず

つ
の
連
作
構
成
を
な
す
こ
と
、
無
雑
作
に
詠
み
連
ね
た
も
の
で
は
な
く
構
成
意

識
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
を
本
稿
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

5678

川
口
常
孝
「
『
独
』
の
世
界
-
家
持
覚
書
」
 
（
『
万
葉
歌
人
の
美

学
と
構
造
 
昭
4
8
）
 
「
独
り
」
の
題
詞
、
左
注
の
用
例
に
つ
い
て
も

詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
・
十
一
巻
」

北
山
茂
夫
『
大
伴
家
持
」
昭
4
6
、
針
原
孝
之
「
大
伴
家
持
研
究
序

説
』
昭
5
9

注
3
に
同
じ
。

（22）

 注

2134

歌
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
万
葉
集
」
に
よ
る
。

橋
本
達
雄
「
天
平
勝
宝
二
年
三
月
、
出
挙
の
歌
」
 
（
「
大
伴
家
持
作

品
論
致
』
、
昭
6
0
）

「
家
持
の
連
作
二
題
」
同
右

伊
藤
博
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法
・
下
』
昭
5
1


